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味噌の嗜好調査
岐阜女子大家政 ○稲荷妙子 竹内徳男

食　　物

【目的】　 味噌は，地域の嗜好に合った非常に地域性の高い食品である。しかし，食の多

様化の進展につれて消費量もやや減少傾向にある。このような中で味噌汁や味噌料理の評

価に対し男女，出身地域，年齢，生活様式の違いがどの様に影響しているかを知る目的で

調査研究を行った。

【方法】　 平成元年10 月21 日,   22日の両日本学大学祭参加者の内430 名を対象にアンケー
ト調査により実施した。回答者の内訳は女性n%, 男性2B%.東海地域m, 他地域出身者zn,

年齢構成は若年層（23 才以下）52% 中間層（24～39才）21%. 高年層（40才以上）21%で，生

活様式は自宅66% 下宿21%, 寮5%である。

【結果】　（! ）味噌汁は，豆味噌が最も好まれ（ 全体の57.4% ）.男女（p<0.01 ）と，出身

地で大きな差異（p<0. 001）があった。
（2 ）味噌料理に対する好みは年齢層（p<0. 001）並びに出身地（p<0.001 ）で大きな違いが

あり，豆味噌を好む地域では好む味噌料理の種類が多く，豆味噌の調理性に優れているこ

とか考察出来た。
（3 ）味lt 汁は大多数の人（ 女96il!,男64!*;）が，特に下宿者971≪iが調理出来ると答えた。調

理出来る事と味噌汁回数と男性では有意差はなく，女性では有意に差（p<0.001 ）があった。

（4 ）味噌汁の健康性の認識度は高く（9 lit;）,特に男性の高年層程（p<0.05 ）高かった。とこ

ろが，健康性の認識度に対し，味噌汁を調理出来るか否かは男性では有意差はなかったが，

女性では明確に差（pく0.001）があった。
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市 場 調 査、 お よ び 品 質 変 化 に つ い て

嶋 村　 孝　　 群 馬 工 試 食 品　 川 野 郁 夫

民

■ 朧 ： 調 味 料 の 一 つ の う ち 使 用 頻 度'の 高 い マ ヨ ネ ー ズ は、 チ ュ ー ブ 入 り で 製 造 後 ７ ヶ 月、

開 封 後 １ ヶ 月 は 品 質 上 の 問 題 は な い と さ れ て い る。 し か し、 成 分 の70 ％ 以 上 が 植 物 油 で あ

り、 流 通 や 保 存 状 態 等 に よ り 品 質 に 問 題 の'生 じ る 可 能 性 も あ る。 そ こ で、 我 々 は､I　群 馬 県

内 に お け る マ ヨ ネ ー ズ の 家 庭 で の 使 用 実 態 や 市 場 で の 流 通 状 況 の 調 査 を 行 う と 共 に、 モ デ

ル 実 験 に よ る 品 質 の 変 化 に つ い て 検 討 し た。

1§蓬| ご ①|市18  論 査 Ｚ 本 学 学 生　107 名 を 対 象 に し て、 小 売 り 店 に お け る 価 格、 製 造 年 月 日 等

の 販 売 実 態 を 記 録 さ せ た。 ま た、 現 在 使 用 し て い る マ ヨ ネ ー ズ の メ ー カ ー、 重 量、 製 造 年

月 日|等 を 調 査 し た。 ② 使 用 状 態 の 調 査 ：B    社の300 g 入 り|製 品 を　5 0名 の 学 生 に 配 布 し、 利

用 料 理 な ど を 調 べ た。 ③|品 質｡_変コヒ:     A 社B 社 の 製 品 を 小 売 り 店 で 購 入 し、 保 存 状 態 を か

え て 経 時 的 に 品 質 の 変 化 を 測 定 し た。 化 学 的 性 状 に つ い て は、 過 酸 化 物 価、 酸 価 を 測 定 し

た。 別 に、 物 性 測 定、 色 差 も 検 討 を 加 え た。

旛回巣 ： ①76  a  ^  査 ：97 の 小 売 り 店 で 調 べ た 価格 は、 最 も 売 れ 筋 の Ａ 社400  g、 Ｂ 社300  g の

製 品 でg 当 た り の 差 は な か っ た。 流 通 日 数は2 ヶ 月 以 内 の 製 品 が Ａ 社84  ％,       B 社94 ％

で、 家 庭 で の 使 用 はI､I　A社2 2 ％,　B 社7 8 % で あ り   B 社 が 多 か っ た。 ② 使 用 状 況 の 調 査 ： 使

用 中 の 製 品 の 製 造 年 月 日 は 外 装 フ ィ ル ム に 記載 さ れ て い る た め に、 使 用 時 破 棄 す る こ と が

多 く65  ％ の 家 庭 で 不 明 で あ っ た。 な お、 製 造年 月 日 の 確 認 で き た 家 庭 で は、76 ％ が ３ ヶ 月

以 内 の 製 品 を 使 用 し て い る。 配 布 し た マ ヨ ネー ズ の50 日 間 の 使 用 状 況 は238 ±68  g で、 品 質

保 持 面 を 考 慮 す る と1  50 g が 適 当 と 思 わ れ た。③ 品 質 変 化 ： 過 酸 化 物 価 は4 週 後 に3  0以 上

に な り、 酸 価 は1  以 下 で あ っ た。 物 性、 色 差に つ い て は、 大 き な 変 化 は み ら れ な か っ た。
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